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香りは、永遠に記憶される。きみの命が終わるま
で。元・書店員の一香がはじめた新しいアルバイト
は、古い洋館の家事手伝い。その洋館では、調香師
の小川朔が、オーダーメイドで客の望む「香り」を
作る仕事をしていた。人並み外れた嗅覚を持つ朔の
もとには、誰にも言えない秘密を抱えた女性や、失
踪した娘の手がかりを求める親など、事情を抱えた
依頼人が次々訪れる。一香は朔の近くにいるうち
に、彼の天才であるがゆえの「孤独」に気づきはじ
めていた。「香り」にまつわる新たな知覚の扉が開
く、ドラマティックな長編小説。

男たちの身勝手さを、一行で打ち砕く桐野文学の極
北！
夫公認のもと、元恋人と自由な時間を過ごす妻を描
いた表題作「もっと悪い妻」など、計六作の短編を
収録。
ネット上で〈悪妻〉と批判されることに悩むバンド
のヴォーカルの妻を描いた「悪い妻」。
妻と離婚した後、若い女性にしつこく迫る壮年の男
性の哀歓を伝える「武蔵野線」など、男と女のカタ
チを切り取った現代の「悪妻論」。

まいまいつぶろ この夏の星を見る

暗愚と疎まれた将軍の、比類なき深謀遠慮に迫る。
口がまわらず、誰にも言葉が届かない。歩いた後に
は尿を引きずった跡が残るため、まいまいつぶろ
（カタツムリ）と呼ばれ蔑まれた君主がいた。常に
側に控えるのは、ただ一人、彼の言葉を解する何の
後ろ盾もない小姓・兵庫。だが、兵庫の口を経て伝
わる声は本当に主のものなのか。将軍の座は優秀な
弟が継ぐべきではないか。
疑義を抱く老中らの企みが、二人を襲う。麻痺を抱
え廃嫡を噂されていた若君は、いかにして将軍に
なったのか。第九代将軍・徳川家重を描く落涙必至
の傑作歴史小説。

亜紗は茨城県立砂浦第三高校の二年生。顧問の綿引
先生のもと、天文部で活動している。コロナ禍で部
活動が次々と制限され、楽しみにしていた合宿も中
止になる中、望遠鏡で星を捉えるスピードを競う
「スターキャッチコンテスト」も今年は開催できな
いだろうと悩んでいた。真宙（まひろ）は渋谷区立
ひばり森中学の一年生。27人しかいない新入生のう
ち、唯一の男子であることにショックを受け、「長
引け、コロナ」と日々念じている。円華（まどか）
は長崎県五島列島の旅館の娘。高校三年生で、吹奏
楽部。旅館に他県からのお客が泊っていることで親
友から距離を置かれ、やりきれない思いを抱えてい
る時に、クラスメイトに天文台に誘われる。

骨灰　(直木賞候補作) 踏切の幽霊　(直木賞候補作)

透明な夜の香り

大手デベロッパーのIR部で勤務する松永光弘は、自
社の高層ビルの建設現場の地下へ調査に向かってい
た。目的は、その現場について『火が出た』『いる
だけで病気になる』『人骨が出た』というツイート
の真偽を確かめること。異常な乾燥と、嫌な臭い―
―人が骨まで灰になる臭い――を感じながら調査を
進めると、図面に記されていない、巨大な穴のある
謎の祭祀場にたどり着く。穴の中には男が鎖でつな
がれていた。数々の異常な現象に見舞われ、パニッ
クに陥りながらも男を解放し、地上に戻った光弘
だったが、それは自らと家族を襲う更なる恐怖の入
り口に過ぎなかった。

マスコミには決して書けないことがある――都会の
片隅にある踏切で撮影された、一枚の心霊写真。
同じ踏切では、列車の非常停止が相次いでいた。
雑誌記者の松田は、読者からの投稿をもとに心霊ネ
タの取材に乗り出すが、やがて彼の調査は幽霊事件
にまつわる思わぬ真実に辿り着く。
1994年冬、東京・下北沢で起こった怪異の全貌を
描き、読む者に慄くような感動をもたらす幽霊小説
の決定版！

もっと悪い妻
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振り返ったとき、
素敵な人生だったと誇れるように――
30年患者を看取ってきたかかりつけ医が考える
幸福に逝くための心構えと準備

自分らしく生きて、逝く  

日暮れのあと それは誠　(芥川賞候補作)

過ぎてみれば、全部、どうってことなかった――
日々老いを感じつつ山裾の町で暮らす絵本作家の雪
代。ある日やってきた植木屋の青年に興味を惹かれ
話をしてみると、彼が結婚を望む恋人は、還暦を過
ぎた現役の風俗嬢だという――。生と死、そして性
を描き、人生を謳いあげる短編集。名手がつむぐ至
高の7作。

修学旅行で東京を訪れた高校生たちが、コースを外
れた小さな冒険を試みる。その一日の、なにげない
会話や出来事から、生の輝きが浮かび上がり、えも
言われぬ感動がこみ上げる名編。
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